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論 文 内 容 の 要 旨 
 中国語における共感覚研究は、銭鍾書(1962)が修辞学の視点から“通感”という語を用いて紹介して以来、
近年になってようやく武田(2001・2001b)や尤東旭(2004)などの論考が発表されつつある。本稿では、これらの
先行研究で示された結果もふまえながら、形容詞だけでなくさらにオノマトペや量詞を分析対象とし、中国語
共感覚現象の修飾関係とその特徴について考察を加え、比喩の全体像を捉えることを目的とする。 
 まず、中国語五感形容詞を用いた共感覚的比喩の修飾関係を分類・分析した結果、触覚と味覚が喩える側（＝
共感覚）、嗅覚、視覚、聴覚が喩えられる側（＝原感覚）と大きく二分される傾向が認められた。さらにその許
容度を検証した結果、安定した修飾関係と見なせるのは【触覚→視覚】【触覚→聴覚】【味覚→嗅覚】【味覚→聴
覚】のみとなり、この結果だけをみると、中国語における共感覚現象の比喩の方向はかなり限られたものであ
るといえる。 
 そこで本稿ではさらに、基本義として複数の感覚的意味を持ち合わせている語（「感覚共有語」と定義）に着
目した。ある語が多義性を持つ過程には、いずれか一方がもう一方から派生したという通時的変遷を追うこと
ができる。そこで辞書の記述と実際の使用傾向からその意味派生の方向を検証したところ、先の検討では確認
できなかった【触覚→味覚】【味覚→触覚】【嗅覚→味覚】【視覚→聴覚】の修飾関係が導き出され、中国語にも
日本語や英語とほぼ同様の修飾関係が確認できることを確認した。 
 以上で得られた結果は、Williams(1976)が示した感覚推移の一方向性理論に沿ったものと言える。しかし、
日本語においてこの一方向性理論に対する反例を示した論考があるように、中国語においても感覚推移の一方
向性に反する例が確認でき、その使用頻度からこれらを例外的なものとすることはできない。そこで以下では、
音象徴語であるオノマトペと、「大きさ」「高さ」などといった視覚的情報を表す次元形容詞を取り上げ、一方
向性理論では共感覚とはなりがたい聴覚と視覚による共感覚現象を検討した。その結果、それぞれを共感覚と
する比喩がごく一般的に用いられていることが確認され、さらに日本語と中国語両言語間における五感認知過
程の相違点を指摘することができた。さらに視覚については、中国語独特の文構造である「数詞＋量詞＋形容
詞」に着目し、より具象化された視覚的認知である量詞と五感との共起関係を検証することで、先の次元形容
詞の補足とした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、中国語の共感覚表現について研究したものである。共感覚表現の研究は、ウルマンやウイリアムス
の英語における研究業績を基礎とし、近年は日本語を対象とする研究も盛んになっているが、中国語を対象とす
るものはまだまだ手薄である。成果が蓄積されていない分野であるだけに研究を進めるには困難な側面があるが、
本論文では先行研究の成果を踏まえた上で、中国語の形容詞を主たる対象に考察を進めており、先駆的な研究と
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して注目される。 
 第１章では、中国語の共感覚現象に対する従来の研究を紹介し、検討している。そして先行研究では、修飾関
係の全般的な解明がなされていないのみか、感覚語個々の詳細な検討も行われていないことを指摘している。先
行研究の総括を行うことで、本論文の目標と意義とが自ずから明らかになっていると認められる。 
 第２章では、中国語に見られる共感覚現象について、一般的な見地から論じている。まずインフォーマントを
使った調査結果を踏まえ、五感形容詞を用いた共感覚的比喩表現における中国語の特徴を論じている。そして比
喩の修飾関係について、安定しているのは【触覚→視覚】【触覚→聴覚】【味覚→嗅覚】【味覚→聴覚】の４方
向だけであり、英語、日本語に較べて、中国語の修飾方向がかなり限定されていることを、まず明らかにしてい
る。次に、基本義として複数の感覚的意味を持っている語、たとえば「明るい」「はっきりと（響く）」という
視覚と聴覚の両義を持つ「亮」などの形容詞を取り上げ、「感覚共有語」と定義した上で、それらの語における
意味の派生する方向を検討している。そして、共感覚的比喩においては確認できなかった【触覚→味覚】【味覚
→触覚】【嗅覚→味覚】【視覚→聴覚】の修飾関係を導きだし、結果として中国語でも英語、日本語とほぼ同様
の修飾関係が確認できること、および「触覚→味覚→嗅覚→視覚→聴覚」という感覚推移の一方向性理論に反す
る例が、日本語同様、中国語でも認められることを指摘している。この「感覚共有語」に着目したことは、本論
文の大きな特徴であり、共感覚表現に対する研究を一歩進めた点として評価できる。 
 第３章では、聴覚を共感覚とする修飾関係に焦点を当て、音象徴語であるオノマトペに着目して、日本語との
比較を通じて、中国語オノマトペを用いた共感覚的比喩表現の特徴を検討している。またオノマトペ語彙の補足
として、擬態語的役割を持つＡＢＢ型形容詞を取り上げ、その接尾辞［-ＢＢ］によってＡに付加される意味に
見られる共感覚的比喩の働きについても合わせて検証している。その結果、中国語オノマトペには日本語オノマ
トペのような豊富な五感描写は確認できず、唯一【聴覚→触覚】のみが共感覚的比喩として成立可能であること、
またＡＢＢ型形容詞の場合はこれに加えて【聴覚→視覚】の関係が確認でき、一部では【聴覚→嗅覚】【聴覚→
味覚】の修飾関係も成立しうることを明らかにしている。さらにその理由として、実際に音声を伴わないものに
対してはオノマトペが用いられないという中国語の特徴があること、一方ＡＢＢ型形容詞の場合は、接尾辞とし
て虚化されることで音声イメージが薄れるために、共感覚的比喩が働らきやすくなることを指摘している。 
 第４章では、視覚的に対象の形態的情報を表す形容詞を取り上げて「次元形容詞」と定義し、とりわけ大・小、
高・低、長・短、粗・細、厚・薄、深・浅の６対の形容詞に注目して、その共感覚的比喩の成立情況を検討し、
視覚と聴覚において共起関係が多数確認できること、および日本語とは知覚的刺激の捉えられ方に違いがあるこ
とを論じている。また次元を表すものではないが、同様に注目すべき形容詞として、密度を表す濃・淡と、重さ
を表す軽・重を取り上げ、それらの形容詞の使われ方にも五感の特性が反映されていることを明らかにしている。
さらに、単音節の次元形容詞だけでなく、異なる次元形容詞が構成要素となるＡＢ型形容詞にも着目して、構成
要素のＡ・Ｂ間に見られる感覚的影響についても検討し、その語順決定に、感覚発達の一方向性の働きが認めら
れることを明らかにしている。本論文は共感覚表現という新しい観点から中国語の形容詞を考えようとするもの
であるだけに、論点をどのように設定するかに力量をとわれることになるが、感覚共有語や次元形容詞に着目し
たことは、論者の学識の確かさとセンスの良さを表すものであると言えるだろう。 
 第５章では、五感表現に用いられる量詞を取り上げ、量詞の選択の際に働く共感覚的比喩の傾向について検討
している。この点も論者の発想の柔軟さを表すものである。量詞は物の形態的特徴や動作に見られる共通点を捉
えて数量で表す際の単位であり、一般に名詞や動詞と共起するが、形容詞とは共起しない。しかし中国語では、
「一片漆黒」（一面真っ暗）のように、「数詞＋量詞＋形容詞」という構造が成立しうること、さらに量詞が描
写対象の具体的な形態的特徴を捉えることに着目して、そこに働く共感覚的比喩の傾向を検討している。その結
果、量詞の選択にも第４章で見た次元形容詞と同様の傾向が認められることを明らかにしている。この点は、形
容詞を対象として選びながらも、関連する事柄に幅広く目配りした成果と言え、高く評価できる。 
 －333－
 －334－
 最後に纏めとして、中国語における共感覚比喩の全体像について論じ、五感形容詞以外の要素に広げて検討す
ると、かなり多様な側面が指摘できること、安定度に差はあっても、感覚の一方向性理論に反する修飾関係も多
数成立していることを指摘し、今後感覚語を個別に、かつ詳細に検討する必要があることを論じている。また今
後の問題点として、五感の捉え方を各言語間で比較検討する必要性も指摘している。このように、従来見逃され
ていた観点を含めて、形容詞の持つ性格を様々な角度から検討したことは、本論文の研究が共感覚表現という特
定の現象に止まらない広がりを有することを示すものであり、今後の研究の更なる進捗も期待させるものである。 
 また附載された８種類の資料は、いずれも本論文の論拠として提示されたものであるが、扱いも概ね妥当であ
り、今後の基礎資料として有用なものと判断される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
